
 

 

 

 

＊事故の発生状況 Ｈ22 年 12 月末現在＊ 

会員の皆さん 

あけましておめでとうございます。 

今年も無事故、無災害を目標に元気に 

就業しましょう。 

現在インフルエンザが流行っています。健康管理を怠らないようにご注意ください。 

 

＊ 平成２２年度第３回安全委員会だより 

昨年 12 月 13 日（月）、第 3 回安全委員会が開催されました。 

今期、特筆事項は、福祉バス事業の取り込みです。そして、日 

常的に乗合バスの運転に従事するという特異な就業のもと、些 

細な運転操作ミスによる大小の事故が発生しています。そうし 

たことから、交通事故撲滅（乗客・歩行者・自転車の安全確保 

および賠償事故防止）をテーマに、反省点および今後の対策に 

ついて論議を行いました。こうした中、昨年 12 月に実施した 

『福祉バス安全パトロール』実施結果をベースに、今年からは 

定期的に継続して安全パトロールを実施することにいたします。 

一方、従来のシルバー事業に於いては、11～12 月に実施した 

『剪定作業安全パトロール』で指摘された不安全行動を分析し、 

安全用具（〓脚立、梯子のゴム製敷き板）を考案いたしました。 

近々、支部長を通して就業者に配布することにいたします。尚、 

使用勝手等改良点がありましたら、支部長を通して委員会までご連絡ください。 

また、電動式トリマーによるケーブル切断事故を重視し、家庭用電源からコード・リール間に「中

継用ノー・フューズ・ブレーカー」を設けることとし、現在、ブレーカーの種類、形式等を検討中

です。決まり次第、順次、配布いたします。 

≪シルバー事業で事故１件発生≫ 

11 月 30 日（火）、遺跡発掘作業中での事故。一輪車で土を運搬中、発掘した穴に嵌まり、左足

かかとを強打。被覆筋損傷との診断結果。約１ヶ月間の通院治療。 

一輪車の運搬操作では、バケットによって足元の視界が遮られてしまいます。しかも、バケット

の左右バランスを保持するため積載物に目が行ってしまうという悪条件を考慮して、必ず、通行帯

の確保、障害物の除去、必要に応じて掘った穴を塞ぐなど安全対策を実行してください。 

≪福祉バス事業では３件の賠償事故発生≫ 

福祉バス事業における就業は、早朝の車両安全点検から始まります。運行実務を終えた後も、翌

日の安全運行のための終業点検・洗車を行うなど、終日、ほんのわずかな気の緩みさえも決して許

されることのない過酷な就業条件といえるでしょう。こうした中、残念ながら 12 月は 3 件の軽微

な賠償事故が発生いたしました。 

安全委員会では、交通事故撲滅・安全運行を最大のテーマとして就業者と個別に、また、小グル

ープ毎に精力的に意見交換を行っており、今後も尚一層の安全運転に向けサポートしてまいります。 

いなべ市シルバー人材センター 安全委員会 

12 月発生分 ｼﾙﾊﾞｰ事業 バス事業 計 年度累計 

傷害事故 1 0 1 6 

賠償事故 0 3 3 18 

  平成２３年１月号（毎月 10 日発行） 

安安安全全全就就就業業業ニニニュュューーーススス   
 いなべ市シルバースローガン 

守ること しっかり守って 事故はなし 

 


